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学 位 論 文 内 容 の 要 旨   
ⅠⅤ型コラーゲンα鎖特異的モノクローナル抗体を用いた蛍光抗体法により，マウス卵胞基底膜  
におけるⅠⅤ型コラーゲンα鎖を解析し，卵胞発育に伴う叫IV）鎖構成の変化を調査した。原始卵  
胞の基底膜には扇（IV）鎖からα6（IV）鎖まですべてのα鎖が存在した。一次卵胞と二次卵胞では卵  
胞基底膜のα3（ⅠⅥ鎖と鵬（ⅠⅤ）鎖は消失し，α叩V）鎖，′成（ⅠⅤ）鎖，鵬（IV）鎖，α6（ⅠⅤ）鎖が残存した。  
成熟卵胞になると，α5（ⅠⅤ）鎖とα6（IV）鎖が紫膜に近い部位で部分消失した卵胞も観察された。  
α叩Ⅴ）鎖，嘘（IV）鎖は卵胞のすべての段階で認められた。発育途中で退縮に至った閉鎖卵胞にはす  
べてのα（IV）鎖が存在した。額粒細胞層にはfocimatrixあるいはCall－Exnerbodiesと呼ばれる基底  
膜様成分が認められ，その構成はα3（ⅠⅥ鎖と鵬（ⅠⅤ）鎖を除く，α叩Ⅴ）鎖，虚（IV）鎖，α5（ⅠⅤ）鎖，α6（ⅠⅤ）  
鎖であった。卵胞成熟過程における卵胞基底膜のIV型コラーゲンα鎖の減少が卵胞発育と成熟に  
関連する可能性が示唆された。  
論 文 審 査 結 呆 の 要 旨  
本研究はマウス卵胞の発育から閉鎖にいたる過程を卵胞基底膜のⅠⅤ型コラーゲンの発現・消退   
の観点から研究したものである・そして，原始卵胞基劇莫ではα1（IV）鎖からα6（ⅠⅤ）鎖までの   
すべてのα鎖があるが，一次卵胞と二次卵胞では卵胞基劇莫のα3（ⅠⅤ）鋭α4（ⅠⅤ）鎖が消失す  
るが他のα鎖は残存していること，成熟卵胞ではα5（ⅠⅤ）鎖，α6（ⅠⅤ）鎖が卿実に近い部位で部   
分消失した卵胞が存在すること，そして閉鎖卵黄ではまたすべてのα鎖が出現することを発見して   
いる．また，黄体，棚田胞層における変化についても報告している・  
この成績は卵胞発育における重要な知見を得たものとして，また臨床上観察されている種々の卵   
胞発育障害の原因を解明する上で価値ある業績と認める・  
よって，本研究者は博士・（医学）の学位を得る資格があると認める・   
